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お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

春
の
叙
勲
・
褒
章

旭
日
双
光
章

米
山
光
喜
さ
ん

︵
78
歳
・
塚
ノ
町
︶

　

米
山
さ
ん
は
相
馬
市
出
身
。

　

平
成
15
年
か
ら
4
期
16
年
間

に
わ
た
り
市
議
会
議
員
を
務
め

た
ほ
か
、
平
成
29
年
か
ら
2
年

間
市
議
会
議
長
を
務
め
、
市
勢

の
伸
展
に
尽
く
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
相
馬
地
方
広
域
消
防

本
部
消
防
士
と
し
て
地
域
防
災

に
も
尽
力
し
ま
し
た
。

（
米
山
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
）

　

授
章
し
た
こ
と
は
感
無
量
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
さ

ん
の
た
め
に
、
微
力
な
が
ら
が

ん
ば
っ
て
い
き
た
い
。

藍
綬
褒
章

山
下
利
雄
さ
ん

︵
70
歳
・
岩
子
︶

　

山
下
さ
ん
は
相
馬
市
出
身
。

　

昭
和
50
年
ご
ろ
か
ら
相
馬
市

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
の
活

動
に
携
わ
り
選
挙
の
啓
発
活
動

に
尽
く
し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
か
ら
同
協
議
会
の

会
長
を
務
め
、
公
正
な
選
挙
の

実
施
と
投
票
率
の
向
上
に
長
年

寄
与
し
ま
し
た
。

（
山
下
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
）

　

皆
さ
ん
の
協
力
が
あ
っ
て
務

め
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も

一
人
一
人
皆
さ
ん
に
選
挙
の
大

切
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
。

　

桜
丘
小
学
校
の
防
犯
教
室
は
5

月
26
日
、
同
小
学
校
で
行
わ
れ
、

全
校
児
童

483
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

不
審
者
侵
入
に
備
え
て 　

桜
丘
小
防
犯
教
室

　

同
教
室
は
、
授
業
中
の
不
審
者

侵
入
を
想
定
し
て
行
わ
れ
、
教
師

が
不
審
者
に
対
応
す
る
こ
と
で
児

童
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
、
児

童
が
教
師
の
指
示
に
従
い
冷
静
に

避
難
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
。

　

相
馬
警
察
署
員
が
﹁
緊
急
時
に

は
冷
静
な
対
応
が
取
れ
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
命
を
守
る

た
め
に
適
切
な
行
動
を
取
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
防
犯
訓
練
で
全
員

が
満
点
を
と
れ
る
よ
う
に
し
っ
か

り
と
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
﹂
と

述
べ
、
児
童
ら
に
訓
練
の
大
切
さ

を
伝
え
ま
し
た
。

国
指
定
史
跡
に
向
け
て
検
討

相
馬
中
村
城
の

未
来
を
考
え
る
会

　

5
月
19
日
、
遠
藤
政
弘
相
馬
中

村
城
の
未
来
を
考
え
る
会
会
長
ら

5
人
が
市
役
所
を
訪
れ
、
立
谷
市

長
に
要
望
書
﹁
国
指
定
史
跡
に
向

け
て
の
﹁
史
跡
中
村
城
跡
保
存
管

理
計
画
書
﹂
の
計
画
履
行
等
に
つ

い
て
﹂
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

要
望
は
、
史
跡
中
村
城
跡
の
国

指
定
史
跡
へ
の
登
録
に
向
け
て
早

期
に
検
討
す
る
こ
と
な
ど
を
求
め

る
も
の
。

　

遠
藤
会
長
は
﹁
国
指
定
史
跡
へ

の
登
録
に
よ
り
交
流
人
口
の
拡
大
、

市
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
な
ど
に

つ
な
が
る
た
め
、
検
討
を
お
願
い

し
ま
す
﹂
と
述
べ
ま
し
た
。

歯
科
保
健
指
導
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
寄
贈 

相
馬
歯
科
医
師
会

　

歯
科
保
健
指
導
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
寄

贈
は
6
月
1
日
、
市
役
所
で
行
わ

れ
、
菅
野
明
彦
相
馬
歯
科
医
師
会

会
長
と
渡
辺
亜
希
子
同
会
地
域
保

健
委
員
長
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

同
会
は
、
む
し
歯
予
防
普
及
啓

発
を
目
的
に
、
歯
と
口
の
健
康
週

間
に
合
わ
せ
て
市
立
小
学
校
分
9

枚
を
寄
贈
。

　

菅
野
会
長
は
﹁
口
腔
ケ
ア
を
適

切
に
行
え
る
よ
う
活
用
く
だ
さ

い
﹂
と
述
べ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
福
地
憲

司
教
育
長
へ
手
渡
し
ま
し
た
。

※ 

本
市
か
ら
は
、右
記
の
二
人
の
ほ
か
に
、渡
辺
文
雄
さ
ん︵
73
歳
・

黒
木
︶
が
瑞
宝
単
光
章
を
授
章
し
て
い
ま
す
。
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接
待
を
伴
う
飲
食
店
や
酒
類
の

提
供
を
行
う
飲
食
店
に
対
す
る
時

短
営
業
要
請
は
5
月
14
日
、
市
内

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
活
動
は
、
県
が
独
自
に
発
令

し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
非
常
事
態
宣
言
に
伴
う
も
の
で
、

当
日
は
県
職
員
と
市
職
員
が
そ
れ

ぞ
れ
班
を
構
成
し
、
市
内
の
飲
食

店
を
訪
問
。

　

飲
食
店
主
な
ど
に
時
短
要
請
の

趣
旨
を
説
明
し
、
営
業
時
間
短
縮

へ
の
協
力
を
求
め
た
ほ
か
、
感
染

防
止
対
策
取
り
組
み
ス
テ
ッ
カ
ー

報
徳
仕
法
を
後
世
に  

相
馬
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　

相
馬
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
よ

る
報
徳
看
板
の
寄
贈
は
6
月
11
日
、

市
役
所
で
行
わ
れ
、
舘
山
友
美
子

同
ク
ラ
ブ
会
長
ら
3
人
が
訪
れ
ま

し
た
。

　

従
来
の
報
徳
看
板
は
、
二
宮
尊

徳
が
行
っ
た
報
徳
仕
法
を
顕
彰
す

る
目
的
で
同
ク
ラ
ブ
が
設
置
し
ま

し
た
が
、
老
朽
化
の
た
め
報
徳
看

板
を
新
調
し
、
市
に
寄
贈
。

　

目
録
を
受
け
取
っ
た
福
地
憲
司

教
育
長
は
﹁
大
変
あ
り
が
た
い
。

看
板
に
よ
っ
て
報
徳
仕
法
の
教
え

が
後
世
に
伝
わ
っ
て
ほ
し
い
﹂
と

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に

飲
食
店
へ
時
短
営
業
要
請

ビ
リ
ギ
ャ
ル
か
ら
高
校
生
に
エ
ー
ル

小
林
さ
や
か
氏
講
演
会

　

小
林
さ
や
か
氏
講
演
会
は
6
月

1
日
、
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
、

相
馬
高
等
学
校
、
相
馬
東
高
等
学

自
然
を
感
じ
て
歩
く 

み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル

　

第
11
回
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ

ル
ｉ
ｎ
相
馬
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
第
40
回
市

民
歩
け
歩
け
大
会
は
6
月
5
日
、

尾
浜
こ
ど
も
公
園
を
ス
タ
ー
ト
地

点
に
開
催
さ
れ
、
県
内
の
参
加
者

114
人
が
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

市
、
市
観
光
協
会
の
主
催
。

　

コ
ー
ス
は
松
川
浦
環
境
公
園
、

浜
の
駅
松
川
浦
な
ど
の
観
光
名
所

を
含
む
市
沿
岸
部
7
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
で
、
参
加
者
は
相
馬
の
潮
風
や

豊
か
な
自
然
を
感
じ
な
が
ら
歩
き

ま
し
た
。

配
布
の
案
内
と
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

を
配
布
し
、
感
染
症
拡
大
防
止
の

取
り
組
み
を
啓
発
し
ま
し
た
。

校
の
1
年
生
ら
約

360
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

講
師
の
小
林
さ
ん
は
、
1
年
半

で
偏
差
値
を
40
上
げ
て
現
役
で
慶

應
義
塾
大
学
に
合
格
し
、映
画﹁
ビ

リ
ギ
ャ
ル
﹂
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た

方
で
、
イ
ベ
ン
ト
や
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
、
幅
広
い
分
野
で
活
躍
し
て
い

ま
す
。

　

小
林
さ
ん
は
﹁
最
初
か
ら
駄
目

だ
と
思
わ
ず
に
、
わ
く
わ
く
す
る

こ
と
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
。
ど
ん

な
こ
と
も
や
っ
て
み
な
け
れ
ば
分

か
ら
な
い
﹂
と
、
目
標
に
挑
戦
す

る
大
切
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

　

市
内
の
小
、
中
学
生
を
対
象
と

し
た
子
ど
も
民
謡
教
室
の
開
校
式

が
6
月
11
日
、
市
民
会
館
の
リ

ハ
ー
サ
ル
室
兼
多
目
的
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
、
11
人
の
児
童
、
生
徒

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

教
室
は
、
相
馬
民
謡
の
継
承
を

目
的
に
、
相
馬
民
謡
同
好
会
の
協

力
を
得
て
開
か
れ
る
教
室
で
、
市

教
育
委
員
会
の
主
催
。

　

今
年
で
5
年
目
を
迎
え
る
民
謡

教
室
の
今
年
の
生
徒
数
は
、
新
規

で
の
参
加
者
1
人
を
加
え
12
人
。

　

福
地
憲
司
教
育
長
が
﹁
民
謡
が

子
ど
も
た
ち
の
心
の
故
郷
に
な
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
互
い
に
励

ま
し
あ
い
、
努
力
し
て
く
だ
さ

い
﹂
と
あ
い
さ
つ
し
、
同
教
室
の

講
師
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

相
馬
民
謡
の
後
継
者
を
育
成

子
ど
も
民
謡
教
室
開
校
式


